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東北地方整備局では毎年、防災訓練を行っています。酒田河川国道事務所では、9月28日に山形
県沖を震源とする地震と津波の発生を想定し、災害発生時における被災状況の迅速かつ的確な伝達
および情報共有などの災害対応訓練を実施しました。酒田出張所管内が被災したという想定のもと、
ドローンで撮影した被災状況の映像を災害対策本部へ生配信し、情報を共有しました。

「庄内こども探検隊」として、庄内地区の小学生１５名が９月２２日に酒田出張所管内の最上川下流
九木原地区河道掘削工事の現場を訪れました。
国交省職員による事業の紹介を聞いたり、酒田河川国道事務所の工事受注者で構成する「最上川下流

事故防止協議会」の皆さんの案内で、バックホウやドローンの操作、測量を体験。バックホウ体験コー
ナーでは自分でレバーを操作し、重機が動いた時の機体の揺れや振動に驚きながら操作を楽しんでいる
様子が見られました。
参加した子どもたちが河川や道路などの建設産業に興味を持ってもらえたら嬉しいものです。
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